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★
つ
い
1
か
月
前
、
東
京
都
知
事
の
小
池
氏
が

「
し
が
ら
み
政
治
か
ら
の
脱
却
」
を
目
指
し
、

希
望
の
党
を
立
ち
上
げ
た
。
前
原
氏
の
率
い
る

民
進
党
も
、
安
倍
政
権
打
倒
の
た
め
に
、
野
党

が
結
束
す
べ
き
だ
と
し
て
、
合
流
す
る
こ
と
に

し
た
。
一
時
は
、
か
っ
て
の
国
民
新
党
の
よ
う
な
新
し
い
風

を
政
界
に
吹
き
込
む
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
た
。
★
風

を
見
る
に
敏
な
政
治
家
は
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
と
ば
か
り

に
、
希
望
の
党
に
馳
せ
参
じ
た
。
選
挙
に
有
利
な
ら
ば
、
勝

つ
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
と
、
政
治
家
と
し
て
の
主
義
主
張

を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
小
池
新
党
に
走
っ
た
。
あ
さ
ま
し
い

限
り
で
あ
る
。
★
小
池
氏
は
新
党
で
の
公
認
に
安
全
保
障
、

憲
法
問
題
に
対
す
る
考
え
を
入
党
の
条
件
に
し
た
。
そ
れ
を

飲
め
な
い
人
は
、
新
党
に
入
れ
な
い
と
排
除
す
る
こ
と
に
し

た
。
入
党
出
来
な
か
っ
た
人
は
、
立
憲
民
主
党
と
い
う
明
治

時
代
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
政
党
を
立
ち
上
げ
た
。
★
そ
れ
に

し
て
も
、
7
月
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
で
圧
勝
し
、
自
民

党
を
史
上
最
悪
の
敗
北
に
追
い
詰
め
た
小
池
新
党
が
僅
か
1

か
月
で
凋
落
し
た
。
有
権
者
の
移
り
変
わ
り
の
速
さ
に
驚
く

ば
か
り
だ
。
国
政
で
希
望
の
党
は
一
度
も
活
動
を
し
て
い
な

い
。
い
わ
ば
、
リ
ン
グ
に
上
が
る
前
に
敗
北
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
★
国
民
は
希
望
の
党
の
ど
こ
に
欠
点
を
見

い
出
し
、
失
望
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
政
党
は
幅
広
い
考
え
を

持
つ
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
右
か
ら
左
ま
で
、
様
々
な

人
が
い
る
。
外
交
、
安
全
保
障
問
題
で
全
く
政
策
が
異
な
る

人
は
困
る
が
、
大
き
く
包
み
込
む
度
量
も
必
要
で
あ
る
。
小

池
氏
は
「
寛
容
な
改
革
保
守
政
党
を
目
指
す
」
と
党
の
綱
領

に
書
き
込
ん
だ
の
で
は
な
い
の
か
。
★
小
池
氏
は
政
策
の
一

致
し
な
い
人
は
排
除
す
る
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
民
進
党

の
多
く
の
政
治
家
を
排
除
し
た
。
そ
れ
が
傲
慢
だ
と
強
く
批

判
さ
れ
、
希
望
の
党
の
失
速
に
つ
な
が
っ
た
。
政
治
家
の
言

葉
は
怖
い
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
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22
日
に
投
開
票
さ
れ
た
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
事
前
の

世
論
調
査
通
り
、
自
民
党
は
大
勝
し
、
公
明
党
と
合
わ
せ
て
、
憲
法

改
正
に
必
要
な
3
分
の
2
を
上
回
る
313
議
席
を
獲
得
し
た
。
選
挙
前

は
、
森
友
、
加
計
学
園
問
題
隠
し
、
野
党
の
選
挙
準
備
を
突
い
た
党

利
党
略
の
大
義
名
分
な
き
選
挙
だ
と
批
判
さ
れ
た
。
だ
が
選
挙
前

に
、
民
進
党
の
希
望
の
党
へ
の
合
流
に
伴
う
公
認
を
巡
り
、
立
憲
民

主
党
、
無
所
属
へ
の
分
裂
騒
ぎ
が
起
き
た
。
し
か
も
、
ブ
ー
ム
を
起

こ
す
か
に
思
え
た
希
望
の
党
の
政
策
は
、
国
民
の
歓
心
を
買
う
、
い

か
に
も
そ
の
場
し
の
ぎ
の
実
現
不
可
能
な
も
の
を
並
び
立
て
た
も
の

で
あ
り
、
国
民
の
共
感
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
国
民
は
堅

実
な
安
定
し
た
政
治
を
選
ん
だ
。
安
倍
首
相
は
、
自
ら
前
面
に
押
し

出
し
た
憲
法
改
正
な
ど
の
重
い
課
題
に
国
民
か
ら
多
く
の
賛
同
を
得

た
。
安
倍
首
相
に
は
歴
代
の
総
理
が
な
し
得
な
か
っ
た
戦
後
政
治
の

総
決
算
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

19日、阪急桂駅西口で
田中ひでゆき候補への支援を訴える安倍首相

憲
法
改
正
等
の
課
題
に
取
り
組
み
を
期
待

事前の予想通リ自民の圧勝
国民の信頼を得た安倍首相

事前の予想通リ自民の圧勝
国民の信頼を得た安倍首相

恒 心
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1区〜 6区各候補者の戦い　全ての選挙区で議員が誕生
選挙の期間中、寒かったり、暑かったり、さらに後半は台風の影響で雨が多く、候補者は体調を整える
に大変だったのではないか。それでも各候補は、元気で12日間の戦いを無事終えた。自民党京都府連では、
選挙対策本部（本部長・二ノ湯智参議院議員）を立ち上げ、6つの小選挙区での完全勝利を目指して全力を挙
げて戦ったが、完全勝利とはならなかった。しかし、比例復活ではあるが、念願だった2区で議員も誕生し、
全員がバッジを付けることが出来た。欲を言えば切りがないが、先ずは上々の結果となったのではないか。
今後、各議員は選挙で公約した政策の実現に努力してもらいたい。

自民党にとって、全国で最も難しい選挙区の一つであ
る。強敵前原誠司氏に挑む新人候補「しげもと護候補」
は、知名度不足をカバーするために、まさに早朝から深
夜まで、選挙区を走り回っていた。候補者の資質と人柄
の良さが浸透し日ごとに支持の輪が広がっていくのが、
肌で感じられた。

党幹事長、衆議院議長などを歴任した大物政治家で
ある。期間中も、全国の同志の応援に走り回っていた。
6つある京都府の選挙区で、最も安定した戦いをしてい
る伊吹文明候補に、私などが、応援に入る必要がない。
しかし、仲間の議員が責任会場の時は、要請があって、
弁士として登壇した。

田中英之候補の祖父は府議、父親も京都市議であっ
た。本人も京都市会議員を経験した田中候補は、演説会、
街頭で、市民の目線に立った訴えを繰り返した。希望の
候補者と、地盤が重なり、最後まで厳しい戦いであった
が、小泉進次郎氏の応援、そして安倍首相も駆け付けて、
見事3度目の勝利を獲得した。

我が党議員の不祥事の為、前回の補欠選挙で、自民
党が候補者擁立を見送った選挙区。京都唯一の女性候
補であり、看護士でもある木村候補は、人生100年時代
の医療、介護問題を前面に打ち出して懸命に頑張った。
期間中、元衆議院議員の父親、息子も一緒になり、まさ
に家族ぐるみでの戦いとなった。

民主党が強く、いつも接戦を繰り返す選挙区。過去2
度苦杯を飲み、比例復活となった安藤候補は、今度こ
そはと、後援会作りに励み、本人も陣営も闘志を燃やし、
宿願の小選挙区での勝利を獲得した。公示早々に麻生
副総理、小泉進次郎氏が応援に入り、終盤には安倍総
理もアルプラザ城陽で小選挙区での勝利を訴えた。

公認の決め方に問題があると、一部の人達から批判の
声が上がった。二ノ湯府連会長は、出陣式で党員に経
過を説明し、一致結束、谷垣禎一先生の議席が継承で
きるように訴えた。綾部市、京丹後市に、他の候補を運
動する動きがあったが、強力な保守の地盤に支えられ、
終始、有利な戦いを展開、谷垣氏の議席を継承した。
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６
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。 二ノ湯選対本部長　各公認候補者の応援に回る

憲
法
改
正
も
時
代
の
要
請
か

国
防
の
要
自
衛
隊
を
憲
法
で
明
確
に

安
倍
首
相
は
憲
法
改
正
に
強
い
意
欲
を
持
っ

て
お
り
、
今
年
の
憲
法
記
念
日
に
、
憲
法
を
改

正
し
て
、
2020
年
に
は
施
行
し
た
い
と
発
言
し

た
。
特
に
首
相
は
、
憲
法
9
条
へ
の
自
衛
隊
の

明
記
を
優
先
さ
せ
た
い
よ
う
で
あ
る
。
安
倍
総

理
の
意
向
を
受
け
て
自
民
党
憲
法
改
正
本
部

（
本
部
長
・
高
村
正
彦
副
総
裁
）で
も
、
活
発
な

議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。
現
行
憲
法
の
3
つ

の
基
本
的
な
原
則
で
あ
る
●
平
和
主
義
●
主
権

在
民
●
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
異
を
唱
え
る
自

民
党
議
員
は
な
い
が
、
憲
法
に
対
す
る
考
え
は

色
々
と
分
か
れ
て
い
る
。
改
正
に
関
す
る
意
見

は
概
ね
次
の
4
つ
ぐ
ら
い
に
分
類
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
①
現
行
の
憲
法
は
、
日
本
が
占
領

下
に
、
憲
法
の
素
人
で
あ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
役
人
が

急
ご
し
ら
え
で
作
っ
た
条
文
を
押
し
付
け
ら
れ

た
も
の
で
、
日
本
人
の
独
自
の
考
え
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
、
日
本

の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
反
映
し
た
自
主
憲
法

を
制
定
す
べ
き
だ
。
②
時
代
は
大
き
く
変
わ

り
、
社
会
に
は
新
し
い
課
題
が
生
ま
れ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
に
対
応
し
た
憲
法
に
変
え
る
べ
き

で
あ
る
。
③
国
防
の
要
で
あ
る
自
衛
隊
の
存
在

が
憲
法
上
、
明
確
で
な
い
。
憲
法
第
9
条
に
自

衛
隊
の
存
在
を
書
き
込
む
べ
き
で
あ
る
。
④
人

口
が
減
少
す
る
県
で
は
、
参
議
院
へ
の
代
表
者

を
国
会
に
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
回
の
選

挙
で
は
、
合
区
の
選
挙
区
が
で
き
た
。
憲
法
に

各
県
で
最
低
1
名
の
代
表
が
選
出
さ
れ
る
よ
う

に
、
憲
法
に
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
概
ね
、
自

民
党
議
員
の
意
見
は
、
4
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

安
倍
首
相
が
熱
意
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
自
衛

隊
の
存
在
を
、
憲
法
9
条
に
は
っ
き
り
と
書
き

込
む
こ
と
で
あ
る
。
自
民
党
議
員
の
中
で
、
自

衛
隊
の
存
在
を
否
定
す
る
人
は
皆
無
だ
と
思
う

が
、
憲
法
第
9
条
に
ど
う
書
き
込
む
の
か
に
つ

い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
、
ま
だ
集
約
さ
れ
て

い
な
い
が
、
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
戦
後
70
数

年
、
日
本
の
安
全
保
障
を
ア
メ
リ
カ
任
せ
に
し

て
、
ひ
た
す
ら
経
済
成
長
に
没
頭
し
て
き
た
日

本
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
北
朝
鮮
の

軍
事
的
脅
威
が
高
ま
り
、
日
本
の
安
全
保
障
環

境
は
著
し
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
日
本
国
民

の
安
全
、
安
心
を
担
い
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
頑

張
っ
て
い
る
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
確
に
書
き
込

ま
な
く
て
い
い
の
か
と
い
う
声
も
高
ま
っ
て
き

て
い
る
。
世
界
第
3
位
の
経
済
大
国
と
し
て
、

世
界
の
平
和
と
安
全
の
た
め
に
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
責
任
、
義
務
も
必
要
で
あ
る
。
解
散
総

選
挙
で
、
国
家
の
最
重
要
課
題
を
逃
げ
る
こ
と

な
く
、
自
衛
隊
の
必
要
性
を
前
面
に
押
し
出
し

て
、
安
倍
首
相
は
正
々
堂
々
と
訴
え
た
。
国
民

は
賢
明
で
あ
る
。
高
齢
化
時
代
の
老
後
の
社
会

保
障
に
も
強
い
関
心
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
劣
ら

ず
、
世
界
は
ど
う
な
る
の
か
、
日
本
の
安
全
は

大
丈
夫
か
と
心
配
も
し
て
い
る
。
憲
法
が
日
本

の
安
全
保
障
の
上
で
、
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る

の
な
ら
、
改
正
す
る
し
か
な
い
。
き
っ
と
国
民

は
理
解
を
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
選

挙
で
、
国
民
の
意
思
は
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
た

と
思
う
。

自民党京都府連の選挙対策本部長を務めた二ノ湯参議院議員は1区から6区までの各自民党公認候補者の応援
に走り回った。街頭演説に立つこともあれば、個人演説会の弁士を数多く務めた。投開票日の当日、京都テレビ
が、激戦が予想される6区の安藤事務所に中継車を配置し、開票状況を二ノ湯府連会長から聞きたいという申し
出があった。夜10時に放送を開始、当落が判明した11時半過ぎまで、安藤事務所にいることになった。

京都テレビのインタビューを受ける二ノ湯参議院議員強敵に挑むしげもと護候補の決起大会は、地域、団
体の方が大きな会場を埋め尽くした。

木村やよい氏は京都でただ 1 人の女性候補。しかし、
地元にあまり馴染みがなく、終始厳しい戦いであった。

今や自民党切っての人気者小泉進次郎氏が田中候補の応
援に駆け付けた。地元の二ノ湯参議院議員もマイクを握る。

谷垣禎一氏の議席を継承することが、この選挙区の最大の
目的。出陣式で唯一の正統な候補者であることを訴えた。

安倍首相来援前に、選挙区での勝利をと、安藤候補
の支持を訴える。約 3500 人の聴衆が集まった。

○総決起集会・ウエスティン都（2区） ○安藤裕選挙事務所（6区）○伏見横大路会館（3区）

○アルプラザ城陽（6区） ○本田太郎選挙事務所（5区） ○阪急西院駅（4区）
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一
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
の
銃
に
よ
る
乱
射
で
59
人

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
犯
人
は
自
殺
し
、
何

の
目
的
で
大
量
殺
人
を
し
た
の
か
全
く
分
か
ら

な
い
。
犯
人
は
、
数
千
発
の
弾
丸
と
銃
を
所
持

し
て
い
た
。
簡
単
に
銃
を
購
入
で
き
る
、
米
国

社
会
は
恐
ろ
し
い
。

一
、
民
進
党
の
福
山
参
議
院
議
員
が
立
憲
民
主

党
の
幹
事
長
に
就
任
し
た
。
福
山
氏
と
は
3
度

参
議
院
選
挙
を
戦
っ
た
。
そ
し
て
、
先
の
通
常

国
会
で
は
、
予
算
委
員
会
で
私
は
与
党
の
、
福

山
氏
は
野
党
の
筆
頭
理
事
で
、
運
営
を
巡
っ
て

度
々
や
り
取
り
を
し
た
。

一
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に
英
国
籍
の
日

本
人
イ
シ
グ
ロ
氏
が
選
ば
れ
た
。
文
学
に
疎
い

私
は
、
イ
シ
グ
ロ
氏
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
毎
年
候
補
者
と
し
て
話

題
に
な
る
村
上
春
樹
氏
の
心
境
は
い
か
ば
か
り

か
。
候
補
に
な
る
の
も
気
苦
労
が
多
い
。

一
、
12
日
の
新
聞
に
、
自
民
、
公
明
で
過
半
数

を
制
す
る
勢
い
と
記
事
が
出
て
い
た
。
民
主
の

分
裂
、
希
望
の
失
速
で
自
民
に
有
利
と
は
思
っ

て
い
た
が
、
序
盤
で
圧
勝
と
い
う
報
道
が
出
る

と
、
陣
営
が
な
か
な
か
し
ま
ら
な
い
。
予
測
報

道
も
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
秋
は
叙
勲
パ
ー
テ
ィ
や
色
々
な
行
事
が

数
々
あ
る
。
そ
こ
に
降
っ
て
湧
い
た
の
は
総
選

挙
。
そ
の
た
め
、
主
催
者
は
中
止
に
す
べ
き

か
、
実
施
す
べ
き
か
て
ん
や
わ
ん
や
の
大
騒

動
。
選
挙
は
国
民
が
主
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

出
来
る
最
大
の
機
会
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

宮
津
市
与
謝
郡
選
挙
区
府
議
補
欠
選
挙

自
民
公
認
候
補
者
中
島
武
文
氏
に
決
定

一
、
時
代
祭
と
投
票
日
が
重
な
り
、
関
係
者
は

頭
の
痛
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
台
風
が
日

本
列
島
に
襲
来
と
な
り
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
た
。
風
と
雨
で
祭
は
不
可
能
と
関
係
者
が

時
代
祭
を
中
止
し
た
が
、
賢
明
な
判
断
で
は
な

か
っ
た
か
。

一
、
個
人
演
説
会
を
効
率
よ
く
回
る
た
め
に
、

地
下
鉄
、
JR
を
度
々
利
用
し
た
。
急
い
で
、
地

下
鉄
に
飛
び
乗
っ
た
。
座
っ
た
途
端
、
隣
の
見

知
ら
ぬ
女
性
が
、「
こ
の
車
両
は
女
性
専
用
車

で
す
よ
」
と
話
し
か
け
て
き
た
。
大
恥
を
か
い

て
し
ま
っ
た
。

一
、七
条
通
り
の
青
果
店
に
ス
イ
カ
が
1
個
並

べ
て
あ
っ
た
。
9
月
末
で
終
わ
り
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
こ
れ
は
買
わ
な
け
れ
ば
と
求
め
た
。

信
州
松
本
産
で
、
水
気
が
多
く
、
結
構
い
い
味

が
し
た
。
私
が
京
都
で
今
年
最
後
に
ス
イ
カ
を

食
べ
た
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の
発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援
いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご
賛同いただき、ご入会下さいますようお願い
申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

9
月
28
日
に
召
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
で
、
国

会
の
委
員
会
の
役
職
が
大
幅
に
改
選
さ
れ
、
二

ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
決
算
委
員
長
に
選
出
さ

れ
た
。
先
の
国
会
で
は
、
予
算
委
員
会
の
筆
頭

理
事
を
務
め
た
が
、
森
友
、
加
計
問
題
で
与
野

党
間
で
激
し
い
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
決
算
委

員
会
は
予
算
委
員
会
ほ
ど
テ
レ
ビ
中
継
が
な
く
、

派
手
さ
は
な
い
が
、
参
議
院
で
は
決
算
を
重
視

す
る
た
め
に
、
か
な
り
重
い
委
員
会
で
あ
る
。

決
算
委
員
会
の
筆
頭
理
事
は
西
田
昌
司
氏
、
偶

然
、
京
都
コ
ン
ビ
で
、
決
算
委
員
会
を
運
営
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
総
務
委
員
会
委

員
、
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す

る
特
別
委
員
会
委
員
、
憲
法
審
査
会
委
員
を
務

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
田
太
郎
京
都
府
議
会
議
員
の
衆
議
院
選
挙

立
候
補
に
よ
っ
て
、
欠
員
と
な
っ
た
「
宮
津
市

与
謝
郡
選
挙
区
」
で
、
府
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
告
示
日

は
11
月
10
日（
金
）、
投
開
票
日
は
11
月
19
日

（
日
）で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
自
民
党
宮
津

支
部
、
伊
根
町
支
部
、
与
謝
野
町
支
部
で
は
、

10
月
16
日（
月
）に
公
募
選
考
委
員
会（
委
員
11

名
、
座
長
・
本
田
太
郎
第
5
選
挙
区
支
部
長
）

を
設
置
し
、
公
認
候
補
擁
立
に
向
け
て
協
議
し

た
結
果
、
公
募
に
よ
っ
て
、
地
域
事
情
に
精
通

し
た
候
補
者
を
募
る
こ
と
に
し
た
。
申
し
込
み

期
間
は
10
月
16
日
か
ら
20
日
の
短
期
間
で
あ
っ

た
が
、
5
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。
選
考
委
員
会

で
公
正
、
公
平
、
透
明
性
を
持
っ
て
審
査
し
た

結
果
、
中
島
武
文
氏
が
選
考
さ
れ
、
10
月
26
日

（
木
）の
自
民
党
京
都
府
連
選
挙
対
策
常
任
委
員

会
で
府
連
公
認
候
補
と
決
定
し
た
。
準
備
期
間

の
短
い
厳
し
い
選
挙
で
は
あ
る
が
中
島
氏
の
健

闘
を
祈
り
た
い
。

二
ノ
湯
議
員
決
算
委
員
長
に

参
議
院
の
重
要
ポ
ス
ト

第31回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成30年1月8日（月・祝）

◇会　　費　10,000円

新春招福バスツアー

初詣実行委員会

◇申込先　初詣実行委員会（二ノ湯さとし事務所内） TEL(075)315-2228
またはアサカ観光社 TEL(075)821-0650

◇昼食場所　戸 田 家

昭和59年7月18日生まれ（33歳）
宮津高校を経て、近畿大学法学部卒業後㈱リクルー
ト入社。
平成26年6月宮津市議会議員初当選（現在1期目）

中島武文氏（なかしまたけふみ）


